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はじめに

　チベ ッ ト大蔵経に は漢訳大蔵経 と同じ く、 世親 （Vasubandhu ）に帰せ られ る文献が 数多

く存 し
（1）

、その 中に はサン ス ク リ ッ ト、漢訳 ともに逸 し、チベ ッ ト訳に の み残存す る もの も

い くつ かあ る。 しか し、それ らの大半 は、残念 なが ら詳細な研究 を欠 く状況に ある 。

　世親の 著作 リス トは、先学によ っ て、順 に、『倶舎論 （AkBh ）s 『釈軌論 （VyY ）』 『成業論』

『縁起経釈 』
『二 十論』

『三 十頌 』 で ある と論定され て い る （松田 1984＞。た だ、それ以外 に も

多数存する
「
世親作」 の 論書をど う位置付け るか は今後の 検討課題 とい え る 。 すなわ ち、そ

れ らを世親作で な い とす る か
、 あ る い は 世親作 と して リス トに含 め る か 、い ずれ に せ よ積極

的な検討が 必要で あ ろ う。

　 そ の 中 、 本 稿 で は チ ベ ッ ト大 蔵 経 に の み 残 され 、世 親 作 とさ れ て い る
『頌 義 集

（
＊
σδ古んδ吋 んα5α那 grαんα

，
　GAS ）』 を取 りあげ、そ の い くつ か の 特色 と著者 問題 に つ い て考察

する。

1 先行研究

　まず、 本節で は本論な らび に そ れ に 関連 す る文献の 情報 と、 先行研究に つ い て 紹介 す る 。

『頌集 （
＊
σ耐 んδ5α隅grαんα

，
　GS ）』 は 、主 に ウダー

ナ ヴ ァ ル ガ （UV ）か ら 21 の頌 を集め た も

の で あ り、

『頌 義集』 は
、 それ に 対する注釈で あ る 。

さ ら に
、

『頌集』 の 最初の 頌 は 、注釈 と

共に 『一頌疏』 （酷 αgδ此励 廂 尠 α） として独立の 著作 として 扱われて い る。また、陳那の 注

釈が あ る （殊 αg耐 槭 齢 σ
，
PNQ ．2063）。

　本論は 『プ トン 仏教 史』 で は 、「小乗 の 論書 （theg 　chung 　gi　bstan　bcos）」 とい う項 目下

に分類され て い る 。

［480］世 親先生 に よっ て作 られた 『頌集 』 本 文 ［481］。 ［その ］「注釈s 、 Jfianagarbha

とペ ル ツ ェ ッ ク の 翻訳で あ る
（2）

。

そ の 数個後 に は 、 ［486コ『倶舎論頌 （AK ）』、［487］『倶舎論』 など、『倶舎論』 とその 注釈が

列挙 され て お り、それ ら と共 に小乗の 論書 として 分類され て い る こ とが伺 える 。

先行研究 として は 、Schiefner（1878）が、『頌義集』 の
一

部を翻訳 して い る 。
　 W ．Woodvillle

Rockhil1（1883＞は 、　 UV の 翻訳紹介で あ るが 、そ の 付録 と して 、『頌 集 』 の 英訳 を して い

る。 また、榎本 （1985）は 『頌集』 に つ い て 、 UV か らの 出典箇所 を指摘して い る 。 近年本
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論に っ い て 本格的に 取 りあ げ、世親作 として 位置付 けた の は Skilling（2000）で あ る。以下

にその 所論を要約す る 。

　 『頌 義集 』 は 、 そ の 名を出さずに 『倶舎論』 を引用 して お り、

『百節経 』 と同 じ経文を 引

用 し、『釈 軌論 』 や 「縁起経釈 』 と同 じ、数個 の 文章を含ん で い る 。

『頌義集 』 は 「特徴的

な大乗 的概念 を含 まな い does　not ，，『or 　contain 　any 　uniquely 　MahEySna 　ideas」 が
、 無 着

（Asahga）の 『アビダル マ 集論 （AS）』 を主要な素材 と して い る 。 本論に つ い て は完全な研

究が 出 る まで は、暫定的に 「釈軌論 』 よ りも前 の著作 とする 。 ともか く、『倶舎論 』 に多 く

依存して い る の で、 「古世親 」 の もの で はな い
。

　以上が Skilling（2000）に よっ て指摘 され た こ とで あるが、た だ 、 本論が 果た して世親作

で あるか どうかに っ い て は再考の 余地が あ る 。 そ こで以下 にその 問題 に焦点 を絞 り、本論 の

特徴を よ く示す と思われ る第 10番 目の頌 、第 19 番 目の頌 （それ ぞれ頌 （10）、 頌 （19） と

表記す る）と い う二 つ の 頌 に対す る解釈 （それ ぞれ 『頌義集』 （10）、（11） と表記す る）を

検討す る 。

2　 『頌義集』 （10）

　本論の 構成、組み立て の特徴 を示すため に 、以下に頌 （10）に対す る 『頌義集』 の注釈を

挙げる 。 （本箇所 に は Schiefner（1878）に よ る独訳が ある 。 また、本箇所 は長 い た め、適宜

省略 し、 そ の 骨格だ け を示す〉

『頌義集 』 （10）： 「聞 くこ とに よ っ て 教法が 知 られ る 。 聞 くこ とに よ っ て 悪が 退 け られ

る 。 聞 く こ と に よ っ て 不利益が 断 じられ る 。 聞 くこ と に よ っ て涅槃が 得 られ る 」
（3）と、

ある頌 で ある 。

（問い ）世尊 に よっ て これが なぜ 説か れた の か
。

【解釈
一

】正見が生 じ るため と、三 学によ っ て 悪 と欲 と後有 （
＊
punarbhava ）か ら超越

させ るた めで あ る 。 （patda　a に 対する注釈 （a）は省略）（b）「聞 くこ と に よ っ て 悪が 退

け られ る 」 とは つ ま り、「こ こ で ある人々 が 、 如来 に よっ て 説か れた教法 と調伏か ら増

上戒学を聞 い て 、それ に よっ て、身体 と口 と意の 悪行 か ら退 く」。

「退 く」 とは退 きで あ

る。 「悪」 とは悪行 （
＊duScarita）で ある十不善業道で ある。身体に とっ て は三 つ （すな

わ ち）（i）殺 生、（ii）偸盗、（iii）邪淫で あ る．口に と っ て は四 つ （すなわ ち） （iv）妄

語、（V ＞両舌、（vi ）悪 口
、 （vii ＞綺語で ある。意 に とっ て は三 っ （すなわ ち）（viii ）貪

欲 、 （ix）瞋恚、（x ）邪見で ある 。 それ らの設定 は （1）基盤i、（2）意向、 （3）準備行 、

（4）煩悩、（5）完成か らも知 られ るべ きで あ る。（中略）（i）その なか 、殺生の （1）基盤

は諸の 衆生で あ る
。 （2）意向は 、 それ （衆生）に 対 して それ として 表象 した害す る意 向

で あ る。（3）準備行は
、 殺すた め に たた き切るな どで ある 。

っ まり、ある人が 畜生 を殺

そ う と思 っ て イス か ら立 ち上 が り、 金 を取 り、 行 き、 触れ、動物を買い 、連れて 来 る 。

養い
、 入 らせ 、殺すた めに武器を取 り、

一
回あるい は二 回た た き切る時に 、

い まだ生命

を奪わない 、その か ぎ りが 準備行で ある。 （4）煩悩は、貪、瞋 、 痴で あ る 。
っ まり貪 に
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よ る殺生 は 、肉な どを欲す る も の たち に と っ て で あ る。た と えば身体の 支分 の た め
、 財

物の た め 、 遊 びの た め に
、 命ある もの た ちを命 と離れ させ る こ との よ うな も の と 、 あ る

い は 、 自己 の 友人 を救うた め の もの で あ る 。 （以下 、 偸盗か ら邪見の 説明 は省略）その

ように 、それ ら十不善業道 と離れ るこ とが、「退 く」 で ある。さ らに、業道の 意味 は何

か 。 （業道 の 説明は 省略 。 続 く pada 　c 、　 d に対す る （c ） （d） も省略）

要約され た意味は 、 この頌 に よ っ て、正見を獲得す る こ とと、三 学 に よっ て悪 を超越す

る こ とと、欲 を超越 す る こ とと 、 後有を超越す る こ とが説かれ た 。

【解釈二 】 ある い は また、説示 に入 る原因 と、業雑染、煩悩雑染、生 雑染を超越する こ

とが説か れた 。（以下省略）（4）

　 こ こ で 、考察の 結果 を先取 りすれ ば、『頌義集』 の この箇所は、『倶舎論 』
『釈軌論 』

『集論 』

『雑 集論 』 に 対応箇所が 見 い だ され る。以下に 『頌義集』 が それ ら の 論書 を ど の よ うに取 り

込 ん で い るか に つ い て指摘す る。

　まず、こ の 箇所 の 全体の 枠組み は
、

こ の 頌が説かれ た 目的を二 通 りに解釈 し、その 第
一

の

解釈で 、 当該の 頌 を四句 に 区切 り、それ ぞれ に つ い て
「
こ こ で ある人々 が 」 で始 まる節 を

もっ て説 明する とい うもの で あるが 、 それ は 『釈軌論』 に対応箇所が 見 い だ され る
。

『釈軌論 』 ： さらに なぜ か 。 世尊に よ っ て 、

「
聞 くこ とに よ り教法が 知 られ る 。 聞 くこ と

に よ り不信が 退 く。聞 くこ とに よ り不利益 は捨て られ る 。 聞 くこ とに よ り涅槃を得る 」

と説 か れ て い るか らで あ る 。

【解釈
一

】（pδdaa に対す る注釈 （a ）は省略 〉（b）どの ように して
「聞 くこ とに よっ

て悪が 退 く」 の か 。 すな わ ち 、 こ こ で あ る人 々が 、 世尊に よ っ て説か れた教法 と調伏か

ら 、 増上戒学 （＊adhi 甜 a）を聞 くな らば 、 それ に よ っ て悪行 （
＊duScarita）か ら離れ る。

（c） どの よ うに して
「聞 くこ とに よっ て 不利益が 断 じられ る」 の か 。 すな わ ち 、 こ こ で

ある人 々が 、世尊に よ っ て説か れた教法 と調伏 か ら、増上心学 （
＊
adhicitta ）を聞 くな

らば、それ に よっ て 凡夫 たちが 利益 が あると表象 して い る、不利益 とな る諸の欲が 断 じ

られ る。（p5da　d の 注釈 （d）は省略）

こ ［の 頌 ］に よっ て 、正法 （
＊
saddharma ）を聞 くこ と に 四種の利益 、 す なわち正見 を

得る こ と、三 学に依る こ とに よっ て 悪を乗 り越 えるこ と、欲 を乗 り越 え る こ と、再生を

乗 り越 え る こ とが 、順 に説か れて い る。

【解釈二 】また、煩悩を害す る とい う原因に よ り四種の 利益、すなわち正見を得 る こ と、

業雑染 を乗 り越 え る こ と 、 煩悩雑染 を乗 り越える こ と、生雑染を乗 り越 える こ とが あ る

と説か れた （5）。

　次 に、『頌 義集 』 は、p翫dab （第二 句）の 説明 （b）の 後 に、頌の な か の 「悪」 とは十不善

業道を指す とし 、 十不善業道 の説 明を して い るが 、『釈軌論』 はす ぐに pada 　c の 説明 に移 っ

て い るの で 、これ は 『頌義集』 独自の もので ある 。 頌 に対す る注釈 とい う点か らは、 『頌義

集』 よりも 『釈軌論』 の ほ うが 整 っ て い る とい え る
（6）。その 『頌義集』 の 十不善業道解釈は 、

『集論』 に 基づ い て い る 。 （f集論 』
： 殺生な どの 特徴 は、（1）基盤、（2）意 向、（3＞準備行、
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（4）煩悩、（5）完成か ら も 、 知 られ るべ きで あ る
（7）

。 ）

　十不善業道 の個々 の 項 目の 説明 は、基本的 に 『雑集論』 を引用 して い る 。 （『雑集論』
： （i）

その なか 、 殺生の （1）基盤 は衆 生で ある 。 （2）意向は 、 それ （衆生）に 対 して それ として 表

象す る人の 、 害す る意 向で ある。 （3）準備行 は 、武器な どに よっ て 打 つ こ とで あ る。 （4）煩

悩は 、 貪な どで ある 。 （5）完成 は 、か の 命ある もの が その 準備行 に よ っ て 、 その 直後も し く

は後に死ぬ こ とで ある
 

。 ）

　『頌義集 』 の （3）準備行の項 目は、『雑集論』 か らで はな く 『倶舎論』 か らの引用で ある
（9）

。

　また 、『雑集論』 で は 、

「
（4）煩悩 」 に つ き、「煩悩 は貪な どで あ る 」 とだ け説明 して い た

が、『頌義集 』 は、「煩悩 は、貪、瞋、痴で ある 」 として い る 。 これは 、 それ以下の貪 よ り生 じ

た殺生 、 瞋 よ り生 じた殺生 、痴 よ り生 じた殺生の説 明を導入 しやす くす るた めに、 「雑集論』

に手を加え た もの で あ る と考え られ る。そ して そ の 説明は、『倶舎論 』 に依 っ て い る。（『倶

舎論 』 ： その なか 、貪 より生 じた
「
殺生 」 は

、
た とえば身体の 支分の た め、財物の た め 、 遊 び

の た め に
、 命 ある もの た ちを命 と離れ させ る こ との よ うな もの と、あ る い は 、自己 の 友人 を

救 うた め の も の で あ る
（10）

。 ）

　以下 （ii）偸盗か ら （iX）瞋恚まで の 十不善業道 の説明は殺生 とほ ぼ同様 の 構成 とな っ て

お り、基本的に 『雑集論』 の説 明を引用 して い る 。 ただ し
「
（4）煩悩」 の説明 を 「貪 より生

じた殺生 は 」 な どと、『倶舎論 』 を 引用 して説明 して い る の は （i）殺生か ら （iv）妄語 まで

で あ る 。 こ れ は 引用元で あ る
「倶舎論』 が （v ）両舌以下の 項目に つ い て その ような説 明を

して い ない か らで あ る 。

　また 、

『頌義集 』 は十不善業道の 最後の 項目で ある （X ）邪見 に つ い て は、『集論』
（11）『雑集

論』
（12＞

の 別 の 箇所 を引用 し、説 明に充てて い る。

　さ らに 『頌義集 』 で は 「業道 」 とは何か が論じ られ て い るが 、こ の 語 は 本来の 注釈対象で

あ る頌 に は な く、 （b）の 冒頭で頌 （10）の p5da　b に出る 「悪」 を十不善業道 の こ とで ある

とした の で 、それ に関連 し て 業道の 説 明を して い る の で ある。そして それ は 『倶舎論m か ら

の 引用 で あ る
（13）

。

　 この後 もさ らに 『頌 義集』 の 説明は続き 、

『釈軌論』 に 対応箇所が 見 い だされ る の で ある

が、省 く。

　以上 、

『頌 義集 』 （10）の 出典、対応箇所 とそ の 異同に つ い て 、

一部 を取 りあ げ検討 した 。

これ に よ っ て見る限り、本論 は様々 な論書 か ら自在 に説明を取 り込ん で い る と い う特徴が見

て 取れ る。また 、こ こ で 『頌義集』 の著者問題 と関連 して 注意 した い こ とは 、

『頌義集 』 は

『集論』 の み な らず、『雑集論』 を も引用 して い る とい う点で ある。従 っ て 『頌義集 』 は少な

くとも 『雑集論』 よ りは後で ある 。

3　 『頌義集』 （19）

　次 に、『頌義集 』 の 思想的特徴の
一端 を示す もの として 、頌 （19）（出典 は UV

，
　L3）に対

す る解釈の
一
部 を取 りあげる。
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『頌義集』 （19）：
厂
それ らの静 まっ た こ とは安楽で ある」 とは結生 （

＊

pratisarpdhi）の な

い 滅 、すなわ ち 涅槃で あ る 。 そ の 設定 は また、十三 の 様相 に よ っ て 知 られ る べ きで あ

る。す なわち、（i）相、（ii）甚深、（iii＞雑染、 （iV）勝義、（V ）不 円満 、 （Vi ）円満 、 （Vil）

無荘厳 、 （Viii）有荘厳、（iX）無殊勝、（X ）有殊勝 、 （Xi ）有余、（Xii）無余、（Xiii）異門

に よ っ て で あ る
（14＞。

　 『頌義集』 （19）は
、 頌 の p5dad （第四句）を 「涅槃 」 の こ とを指 して い る と理解 し 、 そ

の涅槃 を 13 の 様相を持つ もの と して 解釈す る 。 同様の 解釈 は、個々 の 項 目に つ い て 多少の

異な りはあ る もの の
『集論 』 に も見 られ 、『頌義集』 の 涅槃 に対 する こ の 解釈は 、

『集論 』 に

依拠 して い る。 （『集論』 ：滅諦 とは何か 。 （i）相、（ii）甚深、（iii）協約 （brda、

＊
sa 皿 keta、

社会的協約 ）、（iv）勝義、（V ＞不円満 、（vi ）円満 、 （vii）無荘厳、（viii）有荘厳、（ix）有余、

（X ）無余 、（xi ）最勝 、（xii）異門か ら、滅諦が知 られ る べ きで あ る
（15）

。 ）

　こ こ で項 目として 立て られて い る の は 12個で あ るが 、当該箇所 に関する研究で ある吉元

（1985）が 指摘す る ように 、『集論』 は こ の 少し後の箇所で 、（Xiii）（行 ）相 （滅 ・静 ・妙 ・離）

と い う観点か らも、涅槃の 説明を して い る。

　両論の そ れ ぞれ の 項 目に対する解釈は少なか らず異 な っ て お り、『頌 義集 』 は
『集論 』 に

多分 に依 存 しなが ら もなお独 自の 解釈 を展開して い る の で あ るが 、本稿 の 目的 との 関連で 、

以下の 箇所 の み を比較検討す る 。

『集論 』 ：（x ）無余 に よ っ て どの よ うに か 。 無余依滅で あ る。（xi ）殊勝 に よっ て どの よう

に か。仏、世尊に とっ て の 、不住涅槃に含まれ る滅で あ る。なぜ な ら
一切衆生の 利益 と

安 楽に住す る の で （16）
。

『頌義集 』 （19）： （ix）無殊勝 に よっ て は 、 煩悩障か ら解き放た れ た声聞 と独 覚た ち で あ

る 。 （x ）有殊勝 に よ っ て は 、 正等覚 で ある。所知障か ら解き放たれ て い る の で （17）
。

　項 目が厳密に 対応 しな い が 、こ こ で の 『頌義集』 の記述は 、『集論 』 に は そ の 前後 に も対

応箇所が見 あた らず、 『頌義集』 独自の説明 で あ り、煩悩障、 所知障 とい う概念を用 い て 声

聞 ・独 覚と正等覚を区別 して い る点が 注 目され る 。 そ して これ は瑜伽行派にお い て しば しば

行われる解釈で ある 。

4　結論

　本稿で は 、

『頌 義集 』 の 中、 特徴的 な二 例に つ き、出典調査 な らびに 出典 との 比較検討を

行 っ た。 こ の 検討に よ っ て 、本論の 特色に つ い て 少な くとも以下の 結論が 得 られた。

　 『頌義集 』 （10）は、『倶舎論』
『釈軌論』

『集論』 な らびに 『雑集論 』 に依 っ て い る。ただ し

単なる引用 の 羅列で はな く、基本的な枠組 みは 『釈軌論』 に依 りなが らも、その 中に 自在に

諸論書か らの 説明を挿入 して い る とい う点で 、特徴の あ る注釈 とな っ て い る 。

『頌義集 』 は、

『雑集論』 よ りは後で あ り、 本論が世親の 著作で あるか ど うか とい う問題は、『雑集論』 と世

一19一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

「
世親作 」 の 論書 に つ い て

親 との 先後関係の 解明を待 つ こ ととなる 。
た だ 、 世親の 著作に こ れ ほ ど明確な形で 『集論』、

『雑集論』 か らの 引用 が あ る とい う例は 報告され て お らず 、

『頌義集』 は世親作で な い 可能性

が高 い
。

　　『頌義集 』 （19）に は煩悩障、所知障 を断 じて い るか否かに よっ て声聞 ・独覚 と、正 等覚

を区別 する とい う記述が あるので 、大乗的概念が顕れて い な い とは い えない
。

略号表

AKBh

AS
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D
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GAS

N

P

UV

VyY
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，
1967．
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Tibetan　Tripitaka，　Peking　edition ．
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注

（1）Chattopadhyaya（1970 ，
395−397）参照。

（2）　［480 ］slob 　dpon 　dByig　gnyen　gyis　mdzad 　pa
，i　Tshigs　su 　bcad　pa 　bsdus　pa　rtsa ［481］，

grel

　　 Ye　shes 　snying 　po　dang
．
dPal　brtsegs　kyi ’

gyur ／西 岡 （1981，48）； The 　collected 　works 　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　Bu −ston

，
　part 　34 （YA ），

　Ed ．　 Lokesh　Candra．（SaVa−pitaka　Series　voL64 ）．　 New 　Delhi，

　　　1971，155b4−5．

（3）　UV ，　XXII ，6 （p．286 ）： SrutvE 　dharmalp 　vijanati 　SrutvE　p5pa 照 na 　sevate ／白rutv5 　hy

　　　anartha 単 varjayate 　Srutva　prdpnoti 　nirvTtim 〃UV で は、　pada　b の後半は na 　sevate （仕

　　　えな い ）と なっ て お り、『
頌義集」 の 10g　par　byed に は対応 しな い

。

『頌義集 』 の サ ン ス クリ ッ

　　　ト原文に は nivartate とで もあっ たの で あろ うか 。

『釈軌論 』 で は ldog　par 　byed と ある。（注

　　　5 参照）

（4）GAS
，
　P257a6 −260b4 ，

　D237b3 −240a6： thos　pas　chos 　kyi　bye　brag　shes 〃 thos　pas　sdig

　　　1as　ldog　p4r　byed〃 thos　pa8　don　ma 　yin　pa 　spong ／／thos　pas　mya 　ngan
，das　pa　thob

　　　／／　ces 　tshigs　su 　bcad　pa
，

o ／／　bcom ．ldan ，das　kyis ，di　ci ，i　phyir　gsungs　she 　na ／yang 　dag

　　　pa
，i　lta　ba　skyed 　pa

，i　phyir　dang ！bslab　pa　gsum 　la　brten　te　sdig 　pa 　dang ／
，dod　pa

　　　dang ！yang 　srid 　pa　las　yang 　dag　par
，da’par　（c　236b＞bya　ba，i　phyir　ro 　11　（…）　thos

　　　pas　sdig 　las　ldog　Par　byed　pa　ni
，di　skad 　du ，di　na 　la　la　de　bzhin　gshegs　pas　chos

，dul　ba

一21一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

JapaneseAssociat.ion  forTibetan  Studies

rtrmtiiJ odesccDvir(

   gsungs pa  las lhag pa'i tshul khrims kyi (PN; kyis) bslab pa  thos  nas  de la brten te 1
   lus dang  ngag  dang  yid kyi spyod  pa ngan  pa 1as ldeg ste  .1 

log par byed pa  ni ldog pa'o

   11 sdig  pa  ni  nyes  par spyad  (PN: sbyad)  pa'i mi  dge ba bcu]i las kyi lam ste / lus kyi
   gsum  po  srog  gcod  pa  dang  / ma  byin par len pa dang  1 'dod

 pas log par g-yem  pa dang

   ! (D 238a) ngag  gi bzhi po brdzun du  smra  ba dang/ phra  ma  dang/  tshig rtsub  po

   dang1  ngag  
ikhyal

 ba  dang1  yid kyi gsum  po  brnab (PN: bsnab) sems  dang  1 gnod
   sems  dang1  log (N: leg) par lta ba'o /1 de dag gi (N 263b) rnam  par  bzhag (DC: gzhag)
   pa  ni  gzhi  (PN: bzhi) dang  1 bsam pa  dang lsbyor ba dang1 nyon  mongs  pa  dang1

   mthar  phyin pa  las kyang  rig  par bya  ste  1 (...) de la srog  gcod paii gzhi ni sems  can

   rnams  se  11 bsarn pa ni  de la der (P 258a) 'du
 shes  pa'i gsod paii bsam  pa'o 11 sbyor

   ba  ni  bsad (DC: gsad) pa'i phyir  
'debs

 pa  la sogs  pa  ste  1 'di
 ltar phyugs  gcod (DC:

   gsod)  par  
'dod

 pa kha  cig  stan  las Idang  / rin  len 1 'gro
 bar byed / phyugs la (PN: om

   la) nom  par  byed 1 (C 237a) nyo  bar byed1khrid  de 
'ong

 bar byed1  gse bar byed1

   khyim  du  
'jug

 par byed  1 (PN: om  gso bar byed  f khyim  du 
:jug

 par byed 1> gned  par

   byed!  mtshon  len par byed pa1  mtshon  lan (C: len) gcig (PN: cig) lan gnyis 
'debs

   pa  las <PN: nas)  1 ji srid  du srog  dang  bral bar byed pa  de  srid  du sbyor  ba'o /1 nyon
   mongs  pa ni chags  pa  dang1zhe  sdang  dang1gti  mug  rnams  te (DC: dang) 1chags
   pas srog  gcod pa  ni  sha  la sogs  pa  

'dod

 pa  rnams  kyi ste 1 dper na  lus kyi yan  lag gi

   don dang 1 nor  gyi don dang  1 rtsed  mo'i  don  du srog  chags  rnams  sreg  dang bral bar

    (D: par)  byed pa  lta bu dang  ! yang  na  bdag gi snying  du sdug  pa bskyab pa'i phyir

   yin no  !1 (..,) de ltar mi  dge ba (P: pa) bcu'i las kyi lam de dag dang  bral ba ni  log

   pax byed pa'o  11 yang  las kyi lam  zhes  bya ba'i don  ci  zhe  na  1 (...) de ltar las kyi lam

   dang  las kyang yin la las kyi lam yang  yin pas las kyi lam rnams  so  !! (..,) bsdus pa'i                                                                   '

    don ni  tshigs su  bcad  pa  
idis

 yang  dag pa'i lta ba rnyed  pa dang  bslab pa  gsum  la brten
                                                              '

    te sdig  pa 1as yang dag par 
'das

 pa  dang  1 'dod
 pa  1as yang  dag par 

'das
 pa  dang 1 yang

    (PDNC: om,  yang)  srid  pa las yang  dag par 
'das

 pa (PN: ins dang) bstan  to 11 rnaJn

    pa gcig tu  na  bstan pa la 'jug
 pa'i rgyu  dang  1 !as dang  nyon  mongs  pa dang 1 tshe]i

    kun  nas  nyon  mongs  pa las yang  dag par 
'das

 pa  bstan to 1/ ((..,) etigageitS)

(5) VyY,  P136b3-137a5, Dl17a7-118al.Lee, 258-260.

(6) ttrL6ED{Deertthi6+z<a*mrestng-a'6oci  rfiim.s  tcsov(v]6o-(rth  D. rgeein!

    Ic'(Fesuvi. rzaeftJ  oshnfi. utas. theo=--Dorepti}k-(f-f-z<if#xxigsfi-aJ6 (AKBh,

    239,11-14)

 (7) AS, PIOIb2-3, D85b2-3: srog  gcod pa la sogs  pa  rnarns  kyi mtshan  nyid  ni gzhi dang  1
    bsarn pa  dang  1 sbyor  ba dang  1 nyon  mongs  pa  dang  1 zin  par  byas pas kyang  rig  par

    bya'o !1
 (8) ASBh, 19-22,

 (9) AKBh,  239.11-14.

(10) AKBh,  240.19-20.

(11) AKBh,  248.1-6.

(12) AS, l6.31-33.

(13) ASBh, 6.6-13.
                   '

(14) GAS,  P281a5-8, D256b7-257b2: de dag rnam  par zhi  ba bde zhes  bya ba ni (D 257b)

    nying  mtshams  (PN: mtshan)  sbyor  ba med  paii 
'gog

 pa ste  1 mya  ngan  las 
'das

 paio
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(15)

(16)

(17)

11 de'i rnam  par  bzhag (DC: gzhag) pa  yang rnarn  pa bcu  gsum  gyis rig  par bya ste  1
mtshan  nyid  dang  1 zab  pa  dang 1 kun nas  nyon  mongs  pa  dang 1 don dam  pa  dang

/ yongs su  ma  rdzogs  (PN: rtogs)  pa  dang1  yongs  su  rdzogs  pa  dang  1rgyan med  pa                              '
dang  / rgyan  dang  bcas pa  dang  1 khyad  par  med  pa dang  ! khyad  par du 

iphags

 pa

dang1  lhag ma  dang bcas pa  dang1  Ihag ma  med  pa  dang 1 rnam  grangs  kyis so  lf
AS, PI07b4-6, D90b2-4:  

'gog
 pa'i bden  pa  gang  zhe  na  ! mtshan  nyid  dang 1 zab  pa

da:ng 1 brda dang  f don tam  pa  dang  l yongs su  ma  rdzogs  pa dang  1 yongs su  rdzogs

pa dang 1 rgyan  med  pa  dang 1 rgyan  dang  bcas pa  dang  ! lhag ma  dang  bcas pa  dang

! lhag ma  med  pa  dang  ! khyad par du  
'phags

 pa dang ! rnam  grangs  kyis kyang 
'gog

                                      '
pa'i bden  pa  (D: par)  rig par bya'o //
AS, P108b4-5, D91a7-91bl:  lhag ma  med  pas ji lta bu  zhe  na  1 phung  poii lhag ma  med

pa'S 
'gog

 pa  gang  yin pa'o  11 khyad par du 
'phags

 pas  ji lta bu zhe  na  ! sangs  rgyas  dang

byang  chub  sems  dpa' rnams  kyi mi  gnas  pa'i mya  ngan  las 'das
 par  bsdus pa'i 'gog

 pa

gang  yin pa  ste1sems  ean  tharns  cad  (D 91b) la phan  pa dang  bde  ba  nye  bar  (D: ba
                                                             '
nye  bar, P: bar) gnas pa'i phyir  ro  !!
GAS,  P281a3-4, 

'D258a4:
 khyad par med'  pas  ni  nyem  mongs  pa'i sgrib  pa las rnam  par                           '             '

grol ba ! nyan  thos  dang  / rang  sangs  rgyas  dag  go  !1 khyad  par du 
iphags

 pas  ni  yang

dag par  rdzogs  pa;i sangs  rgyas  shes  bya'i sgrib  pa las rnam  par grol bas so  11 (*PDNC:
khyad par  yod  pa  (thwa) 7tithS, Esut:iUas"it-(L)ltftftewept6) 

'
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